
１．はじめに
本論は２００６年６月３日に開催された第２４回化石研究

会の公開シンポジウムでの講演に基づくものである．

入門者がどうすれば効率よく学名と命名法の知識を得

ることができるのか，復習の意味も込めて当日話題提

供したいくつかの点に多少の補強を加えながら述べる

ことにする．ただし，そのエッセンスは本誌第３９巻第

１号の講演抄録（瀬能，２００６）に述べられているの

で，多少の重複はご容赦願いたい．

２．分類学とは
分類学とは何か？ 世間的には生物の名前を調べた

り，新種を発見することが分類学のすべてであると思

われているかも知れないが，真面目に調べてみるとそ

の定義だけで辟易してしまうほど奥が深い．例えば直

海（２００２）は classification,taxonomy,phylogenetics ,

systematics といった英語の用語とその定義，さらに

はそれらの日本語訳としての分類学や系統分類学（あ

るいは分類系統学）といった用語とその定義の間にみ

られる不一致等の混乱を整理し，関連する学問分野を

分類学（taxonomy），系統学（phylogenetics），狭義

体系学（systematics sensu stricto）の３つに区分し

た．氏の定義によれば，分類学とは生物を区分けし，

記載，命名し，分類体系を構築する学問であり，系統

学とは生物の歴史を再構築する学問，そして狭義体系

学とは再構築された歴史（系統）と基本的進化的実体

（単系統種，側系統種，祖先種）に基づいて，対象生

物の秩序ある体系，つまり一般参考体系（general

reference system）を確立する分科である．

直海（２００２）の定義は目的や方法の違いを重視した

厳密なものだが，一般には分類学の発展段階に着目し

た区分（馬渡，１９９４）がわかりやすいだろう．すなわ

ち，すべての生物学の土台となる種の発見とその記載

を 目 的 と す る 第１段 階 を ア ル フ ァ 分 類 学（α-

taxonomy）と呼ぶ．個々の種が明らかになると，第

２段階としてそれらの進化パターン，すなわち系統類

縁 関 係 の 解 明 を 目 的 と す る ベ ー タ 分 類 学（β-
taxonomy）に移行する．ベータ分類学の成果によっ

て自然分類による分類体系を構築することが可能とな

る．最後の段階はガンマ分類学（γ -taxonomy）で，
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種内変異や近縁種間の関係を分析し，種分化や多様性

をもたらす機構の解明を目的としている．大学で行わ

れている最先端の分類学的研究はベータ分類学やガン

マ分類学であるが，入門者に求められるのはまずなん

と言ってもアルファ分類学の知識である．

３．標本と同定
アルファ分類学の基本は材料の入手から始まる．材

料とは標本のことであり，それは自ら採集することも

あるし，誰かから譲り受ける場合もあるだろう．研究

者の場合なら内外の博物館で閲覧したり，所蔵標本を

借用することもある．生きたものであれば研究の目的

に応じて防腐処理等が施され，色彩を記録するために

写真撮影を行う場合もある．材料が手に入り，最初に

行われる作業は同定（identification）である．分類学に

おける同定とは，生物の名前，すなわち学名（場合に

よっては和名のこともある）を決定することである．

同定のことを査定や鑑定と言う人がいるが，広辞苑第

５版によれば，査定（assessment）とは金額や等級

などを決定することであり，鑑定（judgment）とは

物の真偽，良否などを見定めることであるから，日本

語を正しく使い分ける必要がある．研究者にはさすが

に同定と鑑定を混同する人は少ないと思うが，査定は

よく誤用されているので注意が必要である．蛇足だ

が，「購入された化石は実物であると鑑定され，価格

については適正な査定がなされた」という使い方は正

しい．

さて，同定のためにはその生物の形態学的特徴を把

握し，文献（図鑑や記載論文など）に掲載されている

写真や図，記載との照合を行う．その際，他種の標本

と直接比較しながらの検討が必要になることもある．

同定結果（学名）は，産地や採集者，採集年月日など

と共にラベルや台帳（最近ではデータベースソフトが

よく使われる）に記入もしくは入力され，標本は所定

の場所に収納される．では同定できない場合，すなわ

ち該当する生物の記載が見つからない場合はどうすれ

ばよいのだろうか？ 専門の研究者に標本を見せて同

定を依頼するか，さもなくば自ら研究してその実体の

解明を行うことになる．その結果，もし，その生物に

まだ学名が与えられていないことがわかれば，それは

いわゆる「新種」である（この時点では厳密には未記

載種と呼ぶのが正しい）．この「新種」を記載するた

めの論文が学術雑誌に投稿され，それが出版された時

点でめでたく学名が付いたことになる（厳密には新種

と呼べるのはこの時点でのことで，翌日からそれは既

知種となる）．ただし，新種記載にあたっては，動物

や植物の国際的な命名規約に則る必要がある．

４．教わるチャンスがない学名と命名法の基礎知識
以上のように，材料の入手から同定，記載までの一

連のプロセスの中で，必要になるのが材料の形態や生

態についての知識ばかりでなく，学名とその命名法に

ついての知識である．これがないと，必要な文献を探

したり，入手した分類学の論文を読みこなしたりする

こと自体が難しい．逆に，十分な知識があれば，新種

記載論文や再検討論文を自ら執筆することも可能とな

る．そしてなによりもそれ以前に，入門者には学名の

意味や仕組みがわかるようになるだけでも楽しいもの

である．ただし，分類学や系統学，あるいは体系学と

いったキーワードを含む専門書は多数出版されている

が，学名とその命名法についてわかりやすく解説して

いる本は驚くほど少ない．これはもっともなことなの

かも知れない．なぜなら，命名規約とは唯一無二のも

のでその正文に代わるものはないし，学名は世界の研

究者間のコミュニケーションツールであり，生物学と

密接に関連しているけれども，研究対象そのものでは

ないからである．大学や大学院等で分類学の研究者か

ら直接講義を受ける機会がない者にとって，学名や命

名法に関する知識の取得は最初に越えねばならない高

いハードルである．では，どうすれば効率よく学名や

命名法に関する知識が得られるのだろうか？

１）実践のために
結論から言ってしまうと，目的に応じた有用な参考

図書をまずは手元に揃えてしまうことである．経験の

ある研究者であれば，研究生活の中で様々な情報に触

れ，ごく自然に参考図書を揃えることができる（意識

せずとも結果として揃ってしまう）．だが，入門者に

はまずどれを入手すればよいのかの見当がつかない

し，必要な図書がいつも一般の書店から購入できると

は限らない．後述するが，絶版になっているものは古

書店を通じて入手することになるし，場合によっては

個人宛に申し込まないと入手できないとされる本もあ

る（なんと国際動物命名規約がそうである）．さらに

言えば，分類学に携わっている研究者でも，学名と命

名法についての理解度については，筆者も含めて怪し

い場合が多い．これは恥ずべきことという意味ではな

く，それほど複雑で奥が深いということである．学名

はラテン語由来もしくはラテン語化された単語から形

成されているし，植物の新種記載にはラテン語による

記載が義務付けられており，そのラテン語ひとつとっ

てみても，英語と同じように使いこなせる人はほとん

どいないだろう．従って，有益な本をすぐ手に届く所

に揃え，必要な時にさっと調べられるようにしておく

ことが肝要である．以下，それらの本を目的別に紹介

する．各本の入手先や価格については，特に断らない

限りは瀬能（２００６）を参照されたい．
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２）命名規約
まずはこれがないと始まらない．命名規約の目的で

重要なのは，生物の名前に普遍性，固有性，客観性，

安定性を付与することである（馬渡，２００６）．馬渡に

よれば，命名規約には国際動物命名規約（International

Code of Zoological Nomenclature : ICZN）（図１），

国際植物命名規約（International Code of Botanical

Nomenclature : ICBM），国 際 栽 培 植 物 命 名 規 約

（International Code of Nomenclature for Cultivated

Plants : ICNCP），国際細菌命名法（Intentional Code

of Nomenclature for Bacteria : ICNB）の４つ が あ

り，研究者はそれぞれの分野で規約に従った分類や命

名を行っている．さらに，ウイルスの分類と命名は国

際ウイルス命名委員会（International Committee on

Taxonomy of Viruses : ICTV）によって行われてい

る．

以上の規約のうち，我々に関係が深いのは国際動物

命名規約と国際植物命名規約であろう．前者は１９０５年

に 出 版 さ れ た「International Rules of Zoological

Nomenclature」が最初のもので，萬国動物命名規約

と和訳されている．１９６１年に大幅な改訂がなされた版

から現在の書名と和訳（上述）になったが，最初のも

のを旧規約，大改訂されたものを新規約とも呼んでい

る（渡辺，１９９２）．新規約の第２版は１９６４年，そして

第３版は１９８５年に出版され，現在では１９９９年の第４版

が最新のものである．新規約は最初，英仏語版だけし

かなかったが，２０００年１０月２０日に日本語版が出版され

た（現在入手できるのは２００５年９月２０日に出版された

追補付きのもの）．ありがたいことにこの日本語版は

単なる訳本ではなく，規約の正文として効力を持って

いる．規約は法律のような言葉遣いで書かれているた

め，文意をくみ取るのは容易ではなかったが，日本語

版が出たことでこの問題は劇的に改善された．なお，

植物については２０００年に日本語訳（正文ではない）が

出版されているが，現在では在庫切れとなっている．

３）命名規約の解説本
命名規約は本来，学名に問題が生じたときに解決策

を探るために調べるものであって，最初から最後まで

を通して読むものではない（正確には読む気がしな

い；むろん，最初から最後までを理解できないといけ

ないのだが）．また，多くの場合，問題解決のために

必要となる条文は全体の中のごく一部に過ぎない．

従って，パソコンソフトのマニュアルに対する逆引き

本のような解説書があると，規約の必要な部分を効率

よく正確に解釈することができる．動物についてはこ

のような目的のために打って付けの本が最近出版され

た．大久保憲秀著「動物学名の仕組み：国際動物命名

規約第４版の読み方」（伊藤印刷出版部，２００６，定価

２，８５８円＋税）がそれである．実は同じく動物に関し

てであるが，１９８５年２月に出版された第３版について

は渡辺千尚著「国際動物命名規約提要」（文一総合出

版，１９９２，税込２，５４８円）があった．規約が改訂され

た現在でも，この本はそれなりに役に立つので，持っ

ておいて損はないが，その場合は規約の第３版も同時

にあった方がよいだろう．いずれにせよ，大久保氏の

本は必携であるが，一般の書店からは入手することが

できない．購入希望者は上記出版社（http : //www.

ztv.ne.jp/ito-pto/）に直接注文する必要がある．

４）学名の意味と構造，その解説
一般の人にとって学名は，図鑑やガイドブックに掲

載された生物の和名の横に付け足しのように書き添え

られた，あってもなくてもよい存在である．だが，学

名の意味がわかるようになると，いままで単なる記号

にしか見えなかったものが途端に輝きを増すから不思

議である．そして専門的になればその意味だけでな

く，学名の構造やラテン語についての知識も必要にな

る．食 卓 で お な じ み の マ サ バ の 学 名 は Scomber

japonicus だが，なぜ Scomber japonica ではいけない

のかといったことはごく常識として知っておかねばな

らない．属名の Scomber は男性なので，「日本の」を

意味する形容詞である種小名は男性形の japonicus と

なるからだが，この属の性と一致させることひとつ

とってみても，意外に間違いが多いことに驚かされ

図１ 国際動物命名規約第４版，日本語版（追補）の表紙
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る．しかもこの訂正は気がついたときに自由に行える

のだが，勝手に学名を変えてはいけないと誤解してい

る人もいる．このことは命名規約とも関連するが，学

名の意味や構造についての理解を深めるために，「生

物学名命名法辞典」（平凡社），「生物学名概論」（東京

大 学 出 版 会），「Composition of scientific words」

（Smithsonian Institution Press），「A source-book of

biological names and terms」（Charles C. Thomas），

「植物学ラテン語辞典」（至文堂），「菌学ラテン語と

命名法」（日本菌学会関東支部）などはぜひ揃えてお

きたい本である．

ところで学名はラテン語でつづられており，その意

味を知るのになぜ羅和辞典を真っ先に挙げないのかと

疑問に思う方もおられよう．その理由は学名は「ラテ

ン語」とは限らないことである．例えば古生物の学名

によく使われている「palaeo」や「paleo」は古いと

いう意味であるが，ラテン語の辞書を調べても掲載さ

れていない．なぜならギリシャ語だからである．この

ように学名にはラテン語以外の言語をラテン語風に

使っている場合が多数ある．例えばある種の魚の学名

の種小名には yasha（夜叉）や geisha（芸者）と言っ

た日本語が使われている．種小名には単数主格の形容

詞や分詞，属格の名詞，属名と同格の主格の名詞が使

われるが，生物種は非常に多いため，ラテン語以外の

言語を使うことで学名として利用できる語彙を増やせ

るメリットがある．どの程度の割合になっているかわ

からないが，実感として羅和辞典を調べて意味がわか

る場合は半分以下なのではないだろうか．言い換える

と，ラテン語以外の言語が多用されているため，生物

の学名に使われた語彙だけを集めた辞典の有用性はき

わめて高いのである．

５）ラテン語の文法や読み方
上記のような事情はあるにせよ，やはり羅和辞典は

あった方がよい．ラテン語の意味を知るだけでなく，

品詞の種類や発音の仕方（読み方），格の違いによる

転尾（語尾変化）について調べる必要がでてくるから

で あ る．例 え ば マ サ バ の 学 名 の 種 小 名 で あ る

japonicus の読み方であるが，「ヤポニクス」と「ヤ

ポーニクス」のどちらなのかについて知りたければ，

羅和辞典を引けばすぐに解決できるし，同時にそれが

「日本の」という意味の形容詞で，男性，女性，中性

形はそれぞれ japonicus, japonica, japonicum であるこ

とも知ることができる．羅和辞典にもいくつかあるよ

うだが，筆者は田中秀央編「羅和辞典」（研究社）を

使っている．また，大西英文著「はじめてのラテン

語」（講談社）があれば，読み方はもちろんのこと，

文法の理解に便利であろう．

６）アルファ分類学の参考書
ある生物種が新種として認められるためには，命名

規約に規定されている要件を満たす必要がある．そし

て，新種の記載はたいてい記載論文の中で行われる

が，そのスタイルは命名規約に則るが故にある一定の

様式をとる．例えば動物であれば学名とそれが新学名

であることの明示，担名タイプの所在と固定，タイプ

産地，学名の語源，判別文（標徴），記載，意見（分類学

的議論），異名表などは記載論文ならではのものであ

ろう．さらに著者や公表の日付についても他分野の論

文とは異なり，特別な意味を持っている．記載論文を

読むためには，どの部分に何が書かれており，それが

何を意味しているのかを理解する必要がある．そのた

めの解説が掲載されている本がいくつか出版されてい

る．馬渡峻輔著「動物分類学３０講」（朝倉書店，２００６，３４００

円＋税）は近年出版されたものの中では群を抜いてわ

かりやすい．この他にも E. O. ワイリー著（宮ほか訳）

「系統分類学：分岐分類の理論と実際」（文一総合出版）

も参考になるし，J. E. Winston 著「Describing species :

Practical taxonomic procedure for biologists」（Columbia

University Press）はこれ以上望めない内容であるが，

ぜひ和訳が欲しいところである．

５．おわりに
ここで紹介した書籍をすべて購入するとなると，資

金としておよそ１０万円が必要になり，本棚一段分のス

ペースを確保せねばならない．これを高いと見るか，

安いと見るかは，どれだけこの分野に興味があるか，

またそうした知識を必要としているかによるが，学名

を操作する分類学的研究を自らが行わない場合でも，

標本を整理したり目録を作る，あるいは学名が掲載さ

れる印刷物にかかわるなど，多少なりとも学名を扱う

のであれば，必要最低限の知識は備えておくべきであ

ろう．本稿をきっかけに，効率よく，そして楽しみなが

ら学名や命名法の知識が得られることを期待したい．
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